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中三 梶谷健一 

はじめに 

2013 年某日、後輩から北陸で走っている最後の国鉄急行形電車とその末裔が消えると聞き急

いで旅の計画を練った。いろいろと試行錯誤したが、2014 年 3 月 14 日と 15 日に実行するこ

とにした。 

ここからがこの旅行の本番の記事である。何章かに分けて紹介することにしよう。 

 

2014 年 3 月 14 日 

朝 4 時頃に起き朝食を食べ、青春１８きっぷを手に某私鉄の最寄り駅に向かう。5:02 発の始

発に乗り山手線の某駅に向かう。この 5:02 発の始発を逃すと、全行程が狂うことになるので

気をつけなければならない。 

山手線に乗車後、上野へと向かう。 

上野から高崎線で高崎へと向かう。 

上野からの行程を写真付きで紹介することにしよう。 

その 1 の分での乗車記録 

????M 普通前橋行(高崎線)  上野 5:43 発≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫高崎 7:28 着 

725M 普通水上行(上越線)  高崎 7:45 発≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫水上 8:51 着 

1733M 普通長岡行(上越線)  水上 9:47 発≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫越後湯沢 10:13 着 

高崎線は E233 系だった。朝も早かったのでうとうとしていたのではっきりは覚えていない。

たしか新町駅付近で遅れてたのかな(八高線の遅れによる徐行運転のため)。 

高崎到着後から次の列車(725M)までは特に何事もなくのんびりしていた。 
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高崎で来た電車は 107 系 100 番台だ。 

渋川まではラッシュ時と思われる混雑であったが、そこから先(渋川から先)は僕たちしかいな

かった。 

←107 系 100 番台(高崎にて) 

こちらは何事もなく定刻に到着した。 

水上到着後から次の列車まで一時間ほど暇があったので(予定の 1 本前の列車に乗車してしま

ったため)駅前を散策したが、10 分くらいで駅に戻った。 

その直後に長岡行の普通列車が来た。 

来た電車は 115 系 1000 番台(新潟色)だ。 

誰も乗車してこなかったため、席を陣取ったあとに車内探検をしていた。 

その後また改札を出たあとに時刻表を見ると・・・ 

 

一日 5 本しかない!!! 

その後の水上 9:30 着(高崎方面からの列車)(115 系湘南色) の列車が来ると人が乗ってきたが、

結局 1733M(3 両の列車)10 人ぐらいしか乗っていなかった。 

そして、定刻に 1733M は発車した。 

この 1733M 乗車中には一つの見所がある。 

それは、土合駅だ。 

土合駅は、地上から 486 段の階段を降りたところにホームがあるのだ(越後湯沢、長岡方面の

み)(水上方面は地上)。 
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←土合駅のホーム(越後湯沢、長岡方面)。 

土合駅をすぎると特に何もなかったのでうたた寝していた。 

越後中里付近で保安装置がｷﾝｺﾝｷﾝｺﾝｷﾝｺﾝｷﾝｺﾝなりだした瞬間にはっと起きた。その後、越後湯

沢まで前を見ていた。 

ふと上を見ると･･･ 

 

字幕の表示順序のところに急行幕が!! 

何に使うのでしょうか。 

そうこうしているうちに越後湯沢に到着。 

ここで大体の人が降りた。 

新幹線にでも乗るつもりなのだろうか。 

そして僕たちは、階段を渡り北越急行に乗り換えた(正式に路線分離するのは六日町だが、確

実に座れると思い、越後湯沢から乗車した)。 

←115 系 1000 番台(水上にて) 
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←115 系 1000 番台(新潟にて)(後日撮影) 

 

その 2 の分での乗車記録 

3832M 快速直江津行(北越急行) 越後湯沢 10:29 発≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫直江津 12:01 着

(少々遅れあり) 

車内を見回していると、車掌がいないことに気づく。 

そう、この電車はワンマン運転なのだ。 

そして、あることに気づく 

六日町から犀潟までは青春１８きっぷが使えない区間なのだ。 

運転士に六日町から犀潟までの運賃 920 円を渡し、引き換えに乗車証明書をにもらった。 

その後は車両のモータの音を録音していた。 

 

とにかくトンネルが多い!! 

しかもトンネルの中がうるさい!! うるさいモータ音が壁で反射してさらに騒音!! 

十日町で特急の通過待ちのために長時間停車すると言っていたので、外に出てみていると、 

「遅れている列車があります」とひたすら放送していた。 

どうやら後続のはくたかが、新幹線との接続待ちをしていたら遅れたとのこと。 
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こういうときは列車無線が頼りになると思って、運転席近くで無線に耳を傾けていたが、うる

さくて何も聞こえなかった。 

←乗車した北越急行 HK100 形(十日町にて) 

これは不味いと思ったが、15 分程度の遅れで運転を再開した。 

遅れを回復出来ずに直江津に到着 

直江津で一時間ほど休憩があったので、撮影を敢行。そして食事。 

いくつか写真を載せておく。 

 

時計回りで上から、北陸本線 413 系 B04 編成(直江津寄り先頭車に 455 系 700 番台を組み込ん

だ珍編成)、485 系 3000 番台特急北越、115 系長野色、北越と 681 系 8000 番台はくたかとの

並び。 

2015 年 3 月 14 日のダイヤ改正で北越とはくたかが運転終了になったので(北陸新幹線金沢開

業によるもの)、貴重なショットになりそうだ。 



6 

 

←直江津の駅弁「鮭飯」 

 

その 3 の分での乗車記録 

552M 普通金沢行 直江津 13:12 発≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫金沢 16:28 着 

????M 普通敦賀行 金沢 16:38 発≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫福井 18:51 着 

食事を終えて、撮影をしていると 552M がホームに滑り込んできた。寒い中ずっと外に居たの

で、すぐに車内に乗り込む。 

その後、糸魚川までは老人会と思われる団体が乗っていた。 

糸魚川までは車窓はトンネルばかりでつまらなくなってしまったが、その団体がつまらなさを

吹き飛ばすかのようにうるさく喋っていた。 

糸魚川から富山までは 1733M 同様乗客は僕たちだけだったので、車両のモータの音を録音し

ていた。 

それにしても見たいと思っていた 457 系が来ない!!と思っていたさなか、黒部あたりですれ違

った。そのときはボーっとしていて写真は撮れなかった。 

←457 系(金沢にて)(後輩の K君から写真を頂き

ました。ありがとうございます!!)(後日撮影) 

富山から先は打って変わって全席が埋まってしまったが、この富山から乗った人々も高岡で降

りてしまった。その後も福岡でトワイライトエクスプレスが通過したりなど、すれ違う列車を
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見ていることが飽きなかった。 

金沢からは 521 系に乗車したが、最初に戸惑ったのはドアを手で開けるのではなく(半自動ド

アだということには全く戸惑わなかった)、ドアボタンで開けるのだ。高崎からはずっと扉は

手で開けるタイプだったのでそれに慣れてしまったのである。 

その後、JR 西日本特有の転換クロスシートに身を委ねる。 

松任までは大学生とみられる人たちで混んでいた。 

細呂木駅のホームが路面電車のホーム並みに低かった。 

福井で降車し、ホテルに向かう前に越美北線の車両が来ているということで撮影を敢行。

←キハ 120 形(福井にて) 

来たのは JR 西日本の気動車のスタンダード、キハ 120 形だ。 

この車両は、越美北線専用の 200 番台でありほかの番台に使用されているステンレスは使われ

ていない。最近の車両に使われているステンレスやアルミは使っていない。 

普通鋼が使われているのだ。 

そのため JR 西日本による「地域単色化」の魔法にかかり、以前のカラフルな色から一色塗り

の車両になった。 

気動車はすべて、皆さんおなじみの首都圏色(朱色 5 号(たらこ色))である。 

撮影した車両、沿線アピールのためどうやら数ヵ月後にラッピングが施されたようだ。 

その後、福井の名物「ソースカツ丼」をヨーロッパ軒で堪能し、翌日の朝食用に食料をコンビ

ニで買い込む。 

そして明日も早いため 21:00 頃に就寝した。 

 

2014 年 3 月 15 日 

とある撮影地に行くため 5:00 ごろに起床。そして朝食を食べ、チェックアウトをしてタクシ

ーで撮影地の近くへと向かう。 

そこの鉄橋の近くの歩道は凍りついていて、地面を踏まなくても勝手に足が進んでいった。 
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そして、撮影を敢行した。 

いくつか写真を載せておく。 

 

時計回りで上から、521 系 G13 編成、EF81 形 721 号機、521 系 J17 編成、683 系 2000 番台。 

521 系 3 次車(J 編成)が確実に増えていることを実感しながら、撮影地の最寄りの森田駅へと

向かう。 

森田から福井へ行き、えちぜん鉄道の三国港線に乗る。 

高架駅の JR と違ってこちらはまだ地上だ。 
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行きに乗車した 5000 形(左)と、帰りに乗車した 6101 形(右)。どちらも福井にて。 

 

その 4 の分での乗車記録 

841M 普通三国港行 福井 8:41 発≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫三国港 9:28 着 

バスで東尋坊へ 

???M 普通三国港行 三国港 11:39 発≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫福井 12:29 着 

5060M 特急しらさぎ 60 号米原行 福井 13:37 発≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫米原 14:44 着 

えちぜん鉄道福井口駅付近に車庫があり、そこには JR から譲渡&改造された 7000 形によっ

て置き換えられ、休車中の 2101 形や 1101 形がいた(それらが最後の吊り掛け車両とはそのと

きは知らなかった) 

40 分ほど揺られ、三国港へ到着。 

そこでは、マクドナルドのフライドポテトのような軽いエビのスナックが売られていたのでそ

れを食べた。 

 

食べた跡は東尋坊へ行き、東尋坊の絶景を見る。 

←東尋坊からの絶景 

何もない時間がとても楽しかった。 

東尋坊センターでお土産を買う。 

その後は三国港へ行きまた越前鉄道で福井へ。 
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福井ではたまたお土産を買う。 

福井から米原までは時間がないため、しらさぎでショートカット。 

 

その 5 の分での乗車記録 

226F 普通大垣行 米原 14:59 発≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫大垣 15:26 着 

5342F 新快速豊橋行 大垣 15:41 発≫≫≫≫≫≫≫名古屋 16:17 着 

名古屋散策 

5350F 新快速豊橋行 名古屋 18:15 発≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫豊橋 19:07 着 

980M 普通浜松行 豊橋 19:09 発≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫浜松 19:45 着 

480A ひかり 480 号東京行 浜松 20:11 発≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫新横浜 21:22 着 

2014K 普通東神奈川行 新横浜 21:29 発≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫菊名 21:31 着 

おしまい 

優雅な特急と思いきや、ビジネス客でいっぱいだった。そんなしらさぎに米原で追い出されて

米原から乗車したのは 311 系。かなり混んでいたがなんとか座ることができた。 

録音機のメモリがいっぱいになったため、電源を切る。 

←311 系 G11 編成(米原にて) 

大垣到着後の名物「大垣ダッシュ」は見れなかったが、かなりの早さで豊橋行きの新快速の席

が埋まっていった。 

その新快速の車両は JR 東海名物、313 系だ。 
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←313 系(金山(名鉄ホーム側)にて)(後日撮影) 

僕たちはモータ車の号車の座席に腰をおろし、モータ音を録音していた。 

録音終了後、福井で買ったかりんとう饅頭を頬張る。 

ところで、そのかりんとう饅頭のつつみに「当商品は、サクサク感を大切にしておりますので、

販売当日中にお召し上がり下さい。」と書かれてある。 

かなり品質を大事にしているらしく、食べている時にその美味しさが伝わってきた。 

食べているうちに名古屋へ到着。 

名古屋で降りると、隣のホームにワイドビューひだが来たので撮影。 

←ワイドビューひだ(名古屋にて) 

その後は同級生の W 君の頼みで名古屋市交通局東山線に乗る。 

乗っていると、右側で何やらチョッパ制御の音が。 

そう、それは 5000 形である。 

なにやら珍しそうだったので W 君にメールで聞いてみると、かなりレアだということ。 

カメラに 5000 形の写真を収め、夕食を食べる。 

新幹線ホームのきしめん住よしに行きたかったが、混んでいるとのことなので割愛。 

名鉄百貨店に入り、きしめんの店へ。 

何かの丼ものとのセットを頼んだような気がする・・・ 

食後、名古屋駅へ戻り、新快速へ 

これもまた 313 系なので省略。 

ラッシュ時と思われる混雑が蒲郡まで続いた。 

蒲郡からは豊橋まではひと駅なので、かぶりつく。 

豊橋では地獄の乗り換えが繰り広げられる。 
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豊橋からは本日二度目、311 系に乗車した。 

転換クロスシートを堪能できる区間が最後だと思うと悲しくなった。 

そうこうしているうちに浜松に到着。 

もうここからは新幹線だ。(つまりワープする) 

誰もいない 14 号車に乗り込む。 

旅の終わりはこんな切ない空気なのか・・ 

あっという間に新横浜に到着。 

もう 475 系をお目にかかれることはめったにないのか・・・ 

菊名駅で 18 きっぷのはんこを見せたときにもう旅は終わりなのかと思っている間に、現実に

引き戻されてしまった。宿題地獄いやな現実に追われてしまうのか・・・ 

そこからは某私鉄で帰りました。 

某私鉄めっちゃすいてたぁぁぁぁぁ。

 

今回の旅行について・・・ 

2 日間というのがもったいなかったなというのを感じた。 

北陸の寒さが半端でないと思ったら意外に首都圏と同じくらいの寒さじゃないか!などど、予

想していたことを覆されるような旅行だった。 

旅行の計画について 

ものすごく急な計画でした。(それに対応してくれた親には本当に感謝します!!) 

最後に・・・ 

このつたない文章を読んでいただきありがとうございました。 
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ありがとうございました!! 

 


